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特定健康診査質問票の質問項目である「睡眠で休養が十分とれているか」について、解説

と留意事項を検討し、睡眠に関連する保険指導質問項目を作成し、その解説も試みた。ま

た、進行中の大型コホート(長浜コホート)の9,788人に「睡眠で休養が十分とれているか」

の質問を行ったところ、3,261人が「いいえ」と回答した。「睡眠で休養が十分とれている

か」に対する関連因子を検討した所、若年、睡眠薬の使用、不規則な睡眠習慣、短時間睡

眠、眠気、ストレス、運動不足、夜間頻尿、胃酸逆流症状、うつ症状がそれぞれ独立して

関連していた。	

Ａ．研究目的 
	 特定健康診査質問票の質問項目である「睡眠で

休養が十分とれているか」について、解説と留意事

項を検討し、睡眠に関連する保険指導質問項目を

作成し、その解説も試みる。さらに、進行中の大型

コホート（長浜コホート）において、「睡眠で休養

が十分とれているか」について調査して、関連因子

を検討する。 
 
Ｂ．研究方法 
	 厚生労働省の「健康づくりのための睡眠指針

2014」12か条及び同12か条に引用されている文献

などを参考に、解説と留意事項を作成し、さらに保

険指導項目の作成と解説を行った。「睡眠で休養が

十分とれているか」について9,788人から回答を得

て関連因子を検討した。	

	

Ｃ．研究結果 
	 統括研究報告にも記されているように、特定健康

診査質問票の質問項目である「睡眠で休養が十分と

れているか」について、解説と留意事項を検討し、

報告した。睡眠に関連する保険指導質問項目を作成

し、その解説も試みた。大型コホート(長浜コホー

ト)の9,788人に「睡眠で休養が十分とれているか」

の質問を行ったところ、3,261人が「いいえ」と回答

した。「睡眠で休養が十分とれているか」に対する

関連因子を検討した所、若年（オッズ比1.43）、睡

眠薬の使用(同2.04)、不規則な睡眠習慣（同2.02）、

短時間睡眠(5時間未満、同11.7、5時間から6時間、

同4.81、6－7時間、同2.40)、頻回の眠気(同1.61)、

ストレス(同4.63)、運動不足（同1.61）、夜間頻尿

（同1.43）、胃酸逆流症状(同1.44)、うつ症状（同

1.46）がそれぞれ独立して関連していた。	

	

Ｄ．考察	

	 不眠、睡眠時無呼吸などの頻度の高い睡眠障害に

対して、現在の質問項目で足り得るかは今後の検討

課題と考えられた。また、特定健康診査質問票の質

問項目である「睡眠で休養が十分とれているか」に

独立して関連する因子が明らかになって点は今後

の検討に貴重な資料になると考えられた。	

	

Ｅ．結論 
「睡眠で休養が十分とれているか」に独立して関連

する因子が明らかになり、この質問項目の有用性が

明らかになったと同時に多くの因子が関連してい

ることより詳細な質問の設定の必要性も考えられ

た。	
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